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[ 1 ] 函数 f(x, y) := arctan
y
x
のグラフ上の点 P

�
�1, 1, f(�1, 1)

�
における接平面の方程式を求めよ．（20点）

[ 2 ] 函数 f(x, y) =

8<
:

xy2

x2 + y4

�
(x, y) 6= (0, 0)

�
0

�
(x, y) = (0, 0)

� について，以下の問いに答えよ．
(1) 原点で連続かどうか調べよ． （10点）
(2) 原点で偏微分可能かどうか調べよ．偏微分可能ならば，fx(0, 0)，fy(0, 0)の値を求めよ． （10点）
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[ 3 ] (1) 広義積分 I :=

Z +1

0

1� cos x
x2 dxは収束することを示せ． （10点）

(2) sin x = (1� cos x)0 と見て部分積分を行うことにより，広義積分 J :=

Z +1

0

sin x
x

dxは収束して
J = I となることを示せ． （10点）
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[ 4 ] 2変数函数 f(x, y)は C2 級とする．2変数 u, vの函数 g(u, v)を g(u, v) := f(eu cos v, eu sin v)で定義す
るとき，fxx + fyy = e�2u(guu + gvv)となることを示せ． （20点）
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[ 5 ] an := 2
p

n�
nP

k=1

1p
k

(n = 1, 2, . . . )により数列 {an}を定義する．{an}は収束することを示せ．（20点）


